
み～な

こんにちは　皆野町議会です！

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

12月定例会「議会はここに注目！」
　下田野橋の新設に向け、増額補正

P.2

視察レポート
　見てきました！ 先進地

P.7

P.4町に聞きました
　６名の議員が一般質問

P.8一部事務組合議会議員からの報告

新火葬場建設に向けて

平成24年12月定例会
2013 年 2 月 1 日 発 行

第 4 号
埼玉県皆野町議会

美の山 武甲山

宝登山
両神山

表紙シリーズ みなの 新 観光スポット
「新皆野橋」
橋の中央から望む、東に美の山、西に両神山、
南に武甲山、そして北に宝登山、皆野町の
新しいランドマークです。
秩父ジオパークの出発点にも
なっています。
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現在の下田野橋。新橋が完成した際は歩道橋として残される計画です。
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

見
て
き
ま
し
た
！
　先
進
地

12
月
定
例
会
　補
正
予
算
を
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

 平成 24年度　第４回（12月）定例会

議
会
は
こ
こ
に
注
目
！

下
田
野
橋
新
設

に
向
け
て
測
量
調
査

委
託
料
を
計
上 

ほ
か

　
皆
野
町
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
昨
年
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
町
長
提
出
議
案
８
件

を
す
べ
て
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
特
に
金

沢
地
区
の
残
土
崩
落
事
故
に
つ
い
て
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
質
問
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
議
会
が
注
目

し
た
２
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み～な

平
成
24
年
度

補
正
予
算
を
可
決



平
成
25
年
２
月
１
日
発
行

こども医療費等の窓口払いがなくなります
　
「
皆
野
町
こ
ど
も
の
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
」
は
、

こ
ど
も
医
療
費
等
の
窓
口
払
い
を
廃

止
す
る
た
め
の
も
の
で
、
平
成
25
年

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
15
歳
ま
で
の
子

ど
も
が
病
院
な
ど
に
か
か
る
際
は
、

健
康
保
険
証
と
受
給
資
格
証
を
提
示

す
る
だ
け
で
医
療
費
等
の
窓
口
払
い

は
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
皆
野
町
ひ
と

り
親
家
庭
等
の

医
療
費
支
給
」

「
皆
野
町
重
度
心

身
障
害
者
医
療

費
支
給
」
に
つ

い
て
も
同
様
と

な
り
ま
す
。　

下
田
野
橋
の
新
設
計
画

　

議
会
で
は
以
前
か
ら
、
橋
自
体
の
老
朽
に
よ
る
危

険
性
と
幅
員
の
狭
さ
に
よ
る
通
行
上
の
危
険
性
か
ら
、

早
期
の
橋
の
建
設
ま
た
は
補
修
を
す
る
よ
う
指
摘
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
新
設
の
た

め
の
測
量
調
査
委
託
料
と
し
て
１
３
８
６
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
橋
の
架
け
替
え
に
あ
わ
せ
、

取
り
付
け
道
路
整
備
と
し
て
、
町
営
住
宅
ま
で
の
改

良
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
（
現
在
の
橋
は
歩
道
橋

と
し
て
残
す
計
画
で
す
）。

◆ 

早
期
建
設
に
期
待

　

国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、
各
自
治
体
が
管
理
す

る
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
橋
（
６
万
箇
所
）
に
つ

い
て
、
補
修
か
建
て
替
え
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
田
野
橋
も
国
の
交
付
金
に
よ
る
建
設
と
な
り
ま
す

が
、
国
は
イ
ン
フ
ラ
全
般
の
安
全
対
策
に
取
り
組
む

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
着
工
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
町
道
下
田
野
１
号
線
は
町
の
主
要
な

道
路
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
交
通
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
道
路
改
良
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。み

〜
な
子
ど
も
公
園
へ
寄
附
金

　

町
内
の
豊
田
幸
雄
様
よ
り
、
公
園
の
整
備
資
金
と

し
て
１
０
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 

貴
重
な
寄
附
金
の
有
効
活
用
を

　

み
〜
な
子
ど
も
公
園
は
、
24
年
春
開
設
以
来
、
利

用
者
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
で
す
が
、
日
よ
け
雨
よ

け
、
照
明
・
案
内
板
の
設
置
、
ア
ク
セ
ス
道
路
等
、

ま
だ
ま
だ
整
備
が
必
要
で
す
。

　

貴
重
な
寄
附
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
提

案
と
チ
ェ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

3

こ
こ
に

注
目
！

こ
こ
に

注
目
！

 「議会はここに注目！」

平成24年12月定例会で審議された議案 審議結果

皆野町こどもの医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 原 案 可 決

秩父広域市町村圏組合の規約変更について 原 案 可 決

平成24年度皆野町一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

平成24年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

*専決処分の承認を求めることについて（平成24年度皆野町一般会計補正予算第3号） 原 案 承 認

教育委員会委員の任命について 原 案 同 意

町
長
提
出
議
案

専
せんけつしょぶん
決処分とはなんですか？

町
ちょうちょう
長が議

ぎかい
会に代

か
わって意

いしけってい
思決定を行

おこな
うことです。専

せんけつしょぶん
決処分できるのは、議

ぎかい
会の委

いにん
任があった場

ばあい
合、

また地
ちほう じ ち ほ う
方自治法の規

きてい
定により、緊

きんきゅう
急を要

よう
するために議

ぎかい
会を招

しょうしゅう
集できない場

ばあい
合などに限

かぎ
られています。

＊印については、下に解説を入れています。
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12
月
定
例
会
　補
正
予
算
を
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

建
設
残
土
の
崩
落
に
つ
い
て

残
土
崩
落
に
よ
り
、
押
し
流

さ
れ
た
土
で
住
宅
２
棟
が
全

壊
し
、
谷
間
が
３
５
０
メ
ー
ト
ル
埋

ま
り
ま
し
た
。
住
宅
所
有
者
が
不
在

で
難
を
逃
れ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸

い
で
し
た
が
、
こ
の
事
故
は
金
沢
地

区
民
が
大
変
心
配
し
て
い
た
最
悪
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
故
は
天
災
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
６
月
議
会
で
開
発
の
確
認
を

し
ま
し
た
が
、
町
で
は
指
導
・
要
望

を
実
施
し
て
い
る
の
で
す
か
。

開
発
許
可
権
限
は
埼
玉
県
の

所
管
で
あ
り
、
町
で
は
意
見

書
と
し
て
６
項
目
に
つ
い
て
特
に
配

慮
す
べ
く
、
指
導
を
県
に
要
請
し
ま

し
た
。
今
後
の
復
旧
は
、
県
及
び
事

業
者
に
お
い
て
対
応
し
ま
す
。

想
定
外
の
事
故
に
よ
る
建
物
・

土
地
補
償
問
題
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

補
償
は
、
事
業
者
・
県
に
対

し
て
誠
意
を
持
っ
た
対
応
を

強
く
要
請
し
、
交
渉
は
町
施
設
を
提

供
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

状
況
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
流
に
対
す
る
土
砂
流
失
の

危
険
性
や
土
壌
・
水
質
検
査

等
、
今
後
の
対
策
と
処
理
を
県
に
対

し
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い
き
ま
す
か
。

二
次
災
害
防
止
対
策
と
し
て
、

水
路
の
設
置
、
土
砂
流
出
防

止
工
事
、
流
出
計
量
機
器
と
カ
メ
ラ

の
設
置
等
を
実
施
。
土
壌
・
水
質
検

査
等
は
依
頼
済
み
と
聞
い
て
い
ま
す
。

最
善
の
対
応
を
県
に
要
請
し
ま
す
。

消
防
団
員
手
当
の
見
直
し
は

団
員
手
当
は
平
成
２
年
よ
り
、

20
年
以
上
見
直
し
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
頼

み
は
消
防
団
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
多

く
の
活
躍
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
消
防
団
の
再
編
に
あ
わ
せ
、

団
員
手
当
の
見
直
し
の
検
討
が
考
え

ら
れ
ま
す
か
。

近
隣
の
町
の
団
員
手
当
等
と

比
較
し
、
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

春
の
能
林
林
道
の
土
砂
崩
れ
、

先
般
の
金
沢
地
区
の
残
土
崩

落
と
、
町
内
に
お
い
て
災
害
が
続
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
金
崎
と
国
神
を

結
ぶ
町
道
国
神
１
号
線
の
金
崎
神
社

付
近
は
今
も
地
す
べ
り
が
潜
在
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
実
態
と
対
策
、

改
良
計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

現
町
道
国
神
１
号
線
は
昭
和

38
年
の
栗
谷
瀬
橋
の
完
成
に

伴
な
い
県
道
か
ら
町
道
に
指
定
替
え

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
金

崎
神
社
付
近
一
帯
が
地
す
べ
り
区
域

に
指
定
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
県

に
よ
り
地
す
べ
り
対
策
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
11
基
の
集
水

井
が
設
け
ら
れ
、
現
在
、
地
盤
変
動

は
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
集

水
井
の
増
設
と
観
察
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
国
神
１
号
線
に
お
い
て
は
、

ゴ
ル
フ
場
入
口
付
近
の
３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
、
平
成
25
年

度
に
拡
幅
・
改
良
工
事
を
完
工
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
〜
な
子
ど
も
公
園
に
日
よ
け
を

み
〜
な
子
ど
も
公
園
に
付
き

添
い
で
行
く
お
母
さ
ん
や
ご

年
配
の
皆
様
か
ら「
日
よ
け
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
要
望
が
届
く

の
で
す
が
、
熱
中
症
も
危
惧
さ
れ
ま

す
の
で
、
来
年
の
暑
い
時
期
の
前
に

ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

理
解
い
た
し
ま
す
の
で
、
全

体
の
視
界
に
配
慮
し
、
公
園

に
マ
ッ
チ
し
た
日
よ
け
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
神
１
号
線
の
地
す
べ
り
対
策
と

　
　
　

今
後
の
道
路
改
良
計
画
は

若
林
光
雄 

議
員
が
問
う

小
杉
修
一 

議
員
が
問
う改良工事が進む国神１号線

（執
しっこうがわ
行側）に考

かんが
えを聞

き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて聞

き
きます」ということを記

しる
した

議
ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。

一般質問の内容をすべて文字にすると、Ａ４サイズの用紙で20～ 30ページのボリューム。そのため議会だよりでは議員本人が要約
執筆したものを載せています。全文は総合センターなどに設置されている会議録のほか、町ホームページ（議会欄）でも閲覧できます。

見
て
き
ま
し
た
！
　先
進
地
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町に聞きました「 一 般 質 問 」

農
地
の
耕
作
放
棄
対
策
に
つ
い
て

「
空
き
家
管
理
条
例
」
を
制
定
し

　安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

常
山
知
子 

議
員
が
問
う

大
野
喜
明 

議
員
が
問
う

農
林
業
を
町
の
基
幹
産
業
と

位
置
づ
け
、
地
域
一
体
で
ど

う
し
た
ら
や
っ
て
い
け
る
か
を
考
え
、

大
事
な
農
地
を
放
置
せ
ず
、
対
策
を

と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
野
町
の

農
地
の
耕
作
放
棄
の
現
状
は
。

放
棄
地
面
積
は
、
町
全
体
で

１
万
６
０
７
１
ア
ー
ル
で
す
。

耕
作
放
棄
地
に
対
し
、
町
の

対
策
は
。

み
な
の
未
来
農
業
研
究
会
の

事
業
推
進
、
ふ
る
さ
と
農
園

や
体
験
農
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
や
っ
て
い
ま
す
。

皆
野
町
の
郷
土
芸
能
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
た
め
に

皆
野
町
総
合
振
興
計
画
に「
伝

統
芸
能
の
保
存
と
後
継
者
の

育
成
や
発
表
の
機
会
の
拡
充
を
図
り

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
文
化
団
体
の

練
習
場
所
と
し
て
、
文
化
会
館
を
無

料
開
放
し
、
町
と
し
て
応
援
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
無

料
化
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

文
化
団
体
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
増
額
の
考
え
は
。

平
成
17
年
度
よ
り
行
財
政
改

革
で
見
直
し
、
民
俗
芸
能
13

団
体
に
無
形
文
化
財
後
継
者
養
成
交

付
金
と
し
て
援
助
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
対
策
の
進
捗
状
況
は

視
察
や
調
査
を
通
じ
、
皆
野

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
公
共

交
通
を
目
指
す
の
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
の
進
捗
状
況
は
。

平
成
25
年
４
月
を
め
ど
に
し

た
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
業
者
と
話
を

詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

単
に
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
に
立
ち
、
も
っ
と
町
民
の

声
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

運動
公園

やおよし
皆野店

町道
139 号線

国
道
１
４
０
号

パ
チ
ン
コ
店

み～な
子ども
公園

町道
138 号線

至 

秩
父

至 

長
瀞

25

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具
ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

せさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち

「一
いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。議

ぎかい
会における質

しつもん
問はこの通

つうこくしょ
告書の提

ていしゅつじゅん
出順で行

おこな
われ、

　　　　　　　　　　　

皆
野
町
に
お
い
て
も
、
管
理

不
全
な
老
朽
化
し
た
空
き
家

が
今
後
急
増
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

放
置
、老
朽
化
し
た
空
き
家
は
、台
風
・

火
災
・
放
火
・
不
法
侵
入
・
害
虫
の

発
生
・
雑
草
の
繁
茂
等
で
町
民
の
安

心
な
生
活
環
境
を
脅お

び
や

か
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、「（
仮
称
）
空
き

家
等
適
正
管
理
条
例
」
な
る
も
の
を

制
定
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

　

な
お
、
空
き
家
に
つ
い
て
町
民
か

ら
苦
情
や
相
談
等
が
あ
っ
た
か
、
ま

た
、
数
の
把
握
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

空
き
家
数
と
老
朽
化
空
き
家

数
の
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
苦
情
や
相
談
も
な
い
こ
と
か
ら

今
は
深
刻
な
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
空
き
家
等
適
正
管
理
条
例
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

考
え
て
い
き
ま
す
。
秩
父
空
き
家
バ

ン
ク
に
つ
い
て
は
、
町
内
５
軒
の
登

録
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
〜
な
子
ど
も
公
園
に
避
難
所
を

急
激
な
雨
や
落
雷
、
夏
の
猛

暑
か
ら
の
避
難
、
さ
ら
に
運

動
公
園
を
含
め
た
救
急
病
人
や
、
け

が
人
の
応
急
の
対
応
場
所
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

日
陰
や
降
雨
に
対
応
す
る
整

備
は
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

多
目
的
に
集
う
建
物
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
救
急
時
は
最
良
の
対
応
で
救

急
車
を
待
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

み
〜
な
子
ど
も
公
園
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
進
捗
と
完
成
は
。

町
道
１
３
９
号
線
、
１
３
８

号
線
は
　
年
度
に
用
地
買
収

を
行
い
、
早
い
時
期
に
着
工
で
き
る

よ
う
に
努
力
を
致
し
ま
す
。

　

砂
場
と
案
内
看
板
は
、
今
後
の
整

備
の
中
で
考
え
て
い
き
ま
す
。
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町に聞きました「 一 般 質 問 」 12
月
定
例
会
　補
正
予
算
を
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

見
て
き
ま
し
た
！
　先
進
地

6

町
民
の
声
を
き
ち
ん
と
聞
い
て

請願採択されている地域の貯水タンク

夜は真っ暗 明
る
さ
が
防
犯
の
第
一
歩

景
気
低
迷
の
影
響
か
、
町
内

の
街
路
灯
が
減
り
、
暗
が
り

が
増
え
て
い
ま
す
。
地
元
か
ら
の
要

望
を
待
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

町
側
か
ら
も
提
案
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

総
点
検
時
等
に
防
犯
灯
の
増
設
が
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
子
ど

も
公
園
ト
イ
レ
の
屋
外
灯
は
夜
間
、

消
え
て
い
ま
す
が
、
つ
け
て
お
く
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
公

園
施
設
の
い
た
ず
ら
防
止
、
周
辺
の

防
犯
に
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

防
犯
灯
の
増
設
等
は
、
基
本

的
に
は
地
元
区
長
さ
ん
の
要

望
に
よ
っ

て
行
っ
て

い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

後
の
総
点

検
時
に
状

況
を
確
認

し
て
検
討

し
た
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
公
園
は
夜
10
時

以
降
に
使
う
も
の
で
は
な
い
の
で
必

要
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
ト

イ
レ
内
の
照
明
は
つ
け
て
い
ま
す
。

町
民
の
意
見
は
聞
か
な
い
の
？

来
年
度
の
重
要
施
策
は
何
で

す
か
。

今
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
主
な
も
の

に
、
下
田
野
橋
の
架
け
替
え
工
事
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
タ

ク
シ
ー
代
の
補
助
事
業
を
始
め
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
町
と
業
者
で
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
・
町
民
と
話
し
合
う
場

を
設
け
る
つ
も
り
は
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

ま
ず
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
約

６
億
８
０
０
０
万
円
の
活
用

と
「
公
営
水
道
」
の
整
備
に
つ
い
て
。

こ
の
間
、
三
沢
地
区
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
「
公
営
水
道
整
備
」
に
関
す
る

請
願
３
件
に
つ
い
て
、
当
議
会
で
採

択
し
て
き
て
い
ま
す
。
最
初
の
請
願

採
択
か
ら
既
に
10
年
が
経
過
し
、
三

沢
旧
第
６
区
、
８
区
、
９
区
の
一
部

は
「
給
水
拡
張
区
域
」
と
し
て
認
可

が
下
り
て
い
ま
す
。
当
時
議
員
と
し

て
、
吉
野
平
、
旧
第
６
区
か
ら
の
請

願
に
「
賛
成
」
し
て
き
て
い
る
石
木

戸
町
長
と
し
て
道
義
的
・
政
治
的
責

任
の
も
と
「
事
業
実
施
」
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
す
か
。

地
域
の
実
情
な
ど
総
合
的
に

検
討
す
る
と
、
今
後
も
「
小

規
模
水
道
設
備
設
置
費
補
助
金
交
付

要
綱
」
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
議
員
当
時
は「
賛
成
」し
ま
し
た
が
、

執
行
側
に
立
つ
と
「
町
の
財
政
も
厳

し
い
中
、
過
疎
化
、
少
子
化
が
進
む

地
域
に
億
単
位
の
血
税
を
投
入
す
る
」

こ
と
に
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
吉
野
平
地
区
の
み
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ら
決
断
で
き

ま
す
が
、
三
沢
地
区
の
み
な
ら
ず
国

神
、
日
野
沢
、
金
沢
地
区
の
一
部
に

お
い
て
も
「
未
整
備
」
地
域
が
あ
り
、

こ
う
し
た
所
か
ら
の
「
要
請
」
等
を

考
え
る
と
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

林　

豊 

議
員
が
問
う

内
海
勝
男 

議
員
が
問
う

公
営
水
道
の
拡
張
整
備
に
つ
い
て
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胎内市デマンドタクシー
  「のれんす号」

胎内市 市営スキー場

先を見据えたきめ細かな
交通体系で、活性化に

　身延町の人口はここ30年間にほぼ半減し、
高齢化率も39.4％と進んでいます。山間に集
落が点在し、そこで多くの高齢者が暮らして
いるため以前から路線バスではカバーできな
い集落もあり、小回りのきく公共交通の確保
が重要な行政課題となっていましたが、平成
20年 10月１日より、身延・下山・中富・下
部の各地区で順次運行開始しています。
　新潟県胎内市は産業建設常任委員会との合
同研修で、まず公共交通関連を視察。少子高
齢化が進み、既存の公共交通は７路線23便の
定期路線バスの運行がされるも、中心市街地
の空洞化や路線バスの利用者の減少、運営費
補助金の増加により公共交通事業の見直しを
行い、誰もが気軽に利用できるよう定期的に
改善がなされているように見受けられました。
　身延町、胎内市の公共交通実施に伴う共通
点は「デマンドタクシーシステム（NTTシス
テム）を導入」「利用者は年齢制限がなく誰も
が利用できる」「商工観光活性化を担う交通手
段にもなり得るため、商工会に運営委託して
いる」「国交省の地域公共交通活性化、再生総
合事業費補助金等を導入」などの事項です。
　皆野町も今後、既存の公共交通に加え、両
市町の公共交通先進地を参考に、先を見据え
た、さらなるきめ細かな交通体系を実施し、
商業の活性化につながればと思います。

（  総務教育厚生常任委員長　新井達男）

今後も注目したい胎内市
　胎内市のリゾート事業は合併前の旧黒川村
時代に、スキー場やホテルをはじめ観光施設
から食品加工工場など、そのほとんどができ
あがったものであり、現在は正直なところ負
の遺産でしかないものと思っていました。 現
実に多額な残債もあり、先行きは必ずしも明
るいとは言えません。
　しかし、切るべきものは切り、利用できる
ものを残しながら、身の丈に合わせようとす
る試みは、注目すべき点も多々あるように感
じました。豪華なホテル施設があるかと思え
ば、対極の民泊のシステムも住民を巻き込ん
で事業化している点等々です。
　著名な観光地に挟まれ、観光資源に乏しい
ところは当町と似通っていますが、昔も今も
積極的かつ綿密な計画のもとに果敢な観光行
政を行っていると感心させられました。
　「オンリーワンのふる里を目指す」という方
向性は、当町の観光方針と重なる部分でもあ
り、もう少し突っ込んだ内容の視察がしてみ
たいと感じました。
　総じて、この胎内市は今回の視察目的であっ
た公共交通、観光事業だけでなく、いろいろ
な産業面等での取り組みについても注目すべ
き点が多々あり、今後とも情報を求めていく
べきであると思っています。

（  産業建設常任委員長　林　豊）

先を見据えたきめ細かな

見てきました
！ 先進地

総務教育厚生
常任委員会

　9/21（身延
町）、 10/10～

11（胎内市）

産業建設常任
委員会

　10/10～11
（胎内市）

※胎内市は両
委員会合同研

修

視察レポート
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こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

私見ではあるが、最近、町当局が、議会や町民との話し合
いなしに施策を進める傾向に危惧している。私は議員生活
10年ほどではあるが、以前は皆野小学校、皆野中学校の
改築工事等の重要施策については、町が設けた検討委員会
に所属し、多くの町民と意見を出し合った。町当局も自ら
議会や町民に対して、積極的に話し合いをすることを改め
て要望したい。確かに、多くの人の声を聞くことは手間の
かかることではあるが、仲間うちだけでは独善になりがち
である。改めて自戒する今日この頃である。（Y・H）

　委員長 内海勝男　副委員長 新井康夫
　委　員 林　 豊・大野喜明・新井達男・常山知子

議会だより編集委員会  「私たちが編集します！」

ご意見
募集します！

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

編集後記

平
成
24
年
12
月
定
例
会

2013
年
2
月
1
日
発
行

第
４
号

町民の皆様より、議会
だよりに関するご意見
を募集いたします。

発行：埼玉県皆野町議会
編集：議会だより編集委員会
TEL 0494-62-1467　Fax 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒 369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野 1420-1

平成29年２月の全面供用に向け、施工業者の公募も開始
　秩父広域市町村圏組合議会　議員…四方田 実

　秩父広域市町村圏組合で建設計画を進める新火葬場の基本計画が作成され、建築設計と火葬
炉設備計画施工業者の公募が始まっています。公募方法は、設計の取り組み方針などを総合的
に評価して決める「プロポーザル方式」。基本計画によると、現在の市営馬場のある所を中心に、
2.2 ヘクタールの土地に、2800 ～ 3200 平方メートルの斎場を建設。総事業費は 18 億円～
19億円。平成 24年度に建築設計と火葬炉設備を決定し、平成 28年 10 月に部分供用、平成
29年２月全面供用の予定です。斎場施設、外構施設の概要は、下表のような計画です。

次の議会は
３月上旬頃に
　開催の予定です。

み～な

FAX

メール

一部事務組合議会議員からの報告

新火葬場建設に向けての
計画をお知らせします

　新火葬場施設の概要が決まりました

火葬施設
人体炉４基・動物炉１基

公害防止装置…再燃焼炉排ガス冷却装置、バグフィルター等、公害防止に特に留意した設備の導入

告別室、収骨室、霊安室、エントランスホール、台車置き場等

待合施設 待合室４室（収容 50 名程度の洋室）
自動販売機コーナー、授乳室、持込飲食物対応関連室、喫煙スペース（屋外）

式場施設 多目的室１室（収容 20 名程度）、通夜泊まりに対応する和室

そ の 他 一般駐車場… 80 〜 85 台程度、バス駐車場…中型バス５台程度

休 業 日 日曜日・年始（現斎場と同様）

傍聴、お待ちしています




